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市政だより 人口の動き 11 法律相談日

1 12月1日現在前月比I! 1月初日 (木)
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明日をきづく子どもたち(本町保育所の園児たち)

輝かしい

昭和 52年

夢と希望と誇りに満ちて

市民の皆さまには、昭和田年の輝かしい新春をお迎えの

ことと存じます。

市は、昭和52年も、福祉行政は更に検討を加え、生きが

いと喜びを感じる真の福祉を目指し、地域の特性をいかし

た商工業・漁業・農業の振興、生活環境の整備を積極的に

行っていく方針です。

また住民の行政サービスや生涯教育の場として出張所の

建設、市民の医療センター市立病院の改築など、健全財政

の上にたって諸事業や施策の推進を計り、夢と希望と誇り

に満ちた大村市の発展に努力してまいります。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/九州凸版株式会社
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謹
ん
で
市
民
の
皆
様
に

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
・
申

し
上
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
も
多
事

多
難
の
う
ち
に
、
あ
わ
た

だ
し
く
過
ぎ
去
り
、
乙
乙

に
希
望
に
み
ち
あ
ふ
れ
た

昭
和
五
十
二
年
の
新
春
を

迎
え
ま
し
た
こ
と
を
、
ま

ず
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

私
、
昨
年
六
月
、
市
長

に
ど
選
任
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ

れ
は
、
ま
こ
と
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
感
謝
に
た

え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
来
、
私
は
、
市
の
発
展
と
市

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
、
山
積

す
る
事
業
の
遂
行
に
徴
力
を
傾
け

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
ま
し
て
は
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
‘
乙
の
機
会
に
市
の
事
務
事

業
に

つ
い
て
一
言
ふ
れ
て
み
た
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
幸
い
市
民

各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ど
協
力
を

賜
り
、
か
っ
、
市
議
会
の
非
常
な

ど
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
そ
の
意

と
す
る
と
こ
ろ
を
い
さ
さ
か
で
も

と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
、
学
園
都
市
建
設
の
一
端

と
し
て
、
西
九
州
歯
科
技
工
士
学

院
も
旧
大
村
農
協
本
館
跡
に
去
る

十
一

月
起
工
、
今
春
三
月
に
は
完

成
し
、
四
月
開
校
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

定
員
の
一
割
は
身
体
障
害
者
を

入
校
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

身
体
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
も
道

が
聞
か
れ
ま
す
乙
と
は
、
ま
乙
と

に
喜
ば
し
い
乙
と
で
ご
ざ
い
ま
す

し
か
し
、
高
速
自
動
車
道
の
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
不
燃
物
処
理

場
、
松
原

・
鈴
田

・
三
浦
各
地
区

出
張
所
の
建
設
、
及
び
市
立
病
院

改
築
な
ど
の
重
要
な
問
題
が
本
年

も
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
市
民

各
位
の
英
知
を
結
集
し
て
積
極
的

に
こ
れ
ら
の
問
題
に
と
り
組
み
、

最
大
の
効
果
を
あ
げ
て
皆
様
の
ど

信
頼
に
お
こ
た
え
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

こ
こ
に
、

重
ね
て
市
民
各
位
の

万
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。

※ 

下

水

道

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
に
当
り
一
言
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
は
、
前
半
年
を
市

政
混
迷
と
市
勢
の
停
滞
を

来
し
、
六
万
市
民
の
皆
様

に
不
安
と
い
か
り
を
招
き

ま
し
た
が
、
後
半
年
に
は

念
願
の
高
木
市
政
が
誕
生

し
、
全
市
民
の
期
待
と
希

望
を
両
肩
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

今
年
は
、
い
よ
い
よ
高

備

え

て

E里
木目

木
市
長
が
英
知
と
手
腕
を
発
揮
さ

れ
、
大
村
市
発
展
の
第
一
歩
だ
と

信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
も
ど
承
知
の
と
お
り
、
日

本
の
経
済
状
態
は
非
常
に
厳
し
い

の一

途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
大
村

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

乙
の
よ
う
な
中
で
、
公
共
下
水

道
(
約
三
二

O
億
)
市
立
病
院
改

築

(
約
二
七
億
)
屋
外
総
合
運
動

も
の
が
あ
り
ま
す
。

資
源
を
持
た
な
い
国
の
弱
さ
を

今
更
な
が
ら
痛
感
い
た
す
次
第
で

あ
り
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
財
政
も
硬
直
化

の

都

市

づ

場
造
成

(約
二

O
億
)
な
ど
ば
く

大
な
予
算
を
伴
う
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
市
民

生
活
の
向
上
を
め
ざ
し
、

市
理
事

く

り

者
と
一
体
と
な
っ
て
市
政
の
発
展

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
、
い
よ
い
よ
九
州
横
断

自
動
車
道
も
着
工
さ
れ
ま
す
が
、

種
々
の
問
題
も
残
っ

て
い
る
の
は

事
実
で
あ
り
ま
す
。

市
民
の
立
場
に
た
ち
、
早
急
に

解
決
し、

大
村

・
武
雄
閣
の
ル
ー

ト
決
定
も
急
が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。そ

う
す
る
事
に
よ
り
地
方
都
市

の
け
い
き
を
刺
激
す
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

教
育
文
化
の
向
上
、
農
漁
業
の

振
興
、
商
工
業
の
発
展
な
ど
‘
強

力
に
推
進
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。市

民
の
皆
様
の
ど
協
力
と
ど
健

康
、
ど
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
組
辞
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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道水下
※ 

下

水

道

4‘、，ー

伸

ば

す

美
し
い
自
然
、

豊
か
で
潤
い
の

あ
る
生
活
、
調
和
あ
ふ
れ
る
環
境

軌道に乗る

乙
れ
は
、
私
た
ち
が
永
遠
に
希

求
す
る
姿
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
実
は
、
こ
の

よ
う
な
自
然
と
生
活
環
境
が
十
分

に
融
合
し
あ
い
、

快
適
な
社
会
環

境
を
つ
く
り
、だ
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

乙
の
不
十
分
な
社
会
環
境
を
よ

り
改
善
し
、
快
適
な
環
境
を
つ
く

り
あ
げ
る
た
め
に
、
そ
の
根
幹
的

施
設
で
あ
る
下
水
道
の
整
備
を
急

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
、

水

心です町の顔です

下水道建設

郷

土

~ 
同

つ

は
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
水
は
い
っ
た
ん
使
用

さ
れ
る
と
汚
水
と
し
て
排
出
さ
れ

ま
す
。乙

の
汚
水
が
そ
の
ま
ま
河
川
・

湖
沼
な
ど
に
排
出
さ
れ
る
と
、

河

川
・

湖
沼
な
ど
の
水
質
汚
濁
の
原

因
と
な
る
た
め
.
汚
水
を
集
め
て

処
埋
す
る
必
要
が
あ
り
、
乙
の
施

設
が
公
共
下
水
道
で
す
。

本
市
で
の
公
共
下
水
道
事
業
は

市
街
地
を
中
心
に
昭
和
四
十
九
年

度
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
が

昭
和
五
十
一

年
度
で
、

第

一
期
計

画
区
域

(
二
五
六
加
)
の
約
十
二

Mm
の
管
布
設
を
完
了
し
ま
す
。

償

却

資

産

法

人

駅通りの管布設工事

償
却
資
産
の
所
有
者
は、

毎
年

一
月
一
日
現
在
の
所
有
状
況
等
を

市
長
に
申
告
す
る
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

法
人
、
個
人
の
別
な
く
全
資
産

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
申
告
し

て
下
さ
い
。

な
お
、

償
却
資
産
と
は
、
土
地

及
び
家
屋
以
外
の
資
産
の
う
ち
、

事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き 夢

今
後
は、

早
期
供
用
開
始
を
目

標
に、

管
布
設
と
併
せ
て
処
理
場

の
建
設
を
強
力
に
推
し
進
め
て
行

き
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
で
は
、
他

に
主
と
し
て
雨
水
排
除
、
浸
水
防

止
の
た
め
の
都
市
下
水
路
を
建
設

し
て
お
り
、

現
在
、
竹
松
地
区
を

中
心
に
五
路
線
の
う
ち
三
路
線
の

工
事
を
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
工
事
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
特
に
付
近
住
民
の

方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

の

申
壬七
仁3

個

人

の

別

な

く

る
資
産
で、

本
来
、
減
価
償
却
費

が
所
得
税
あ
る
い
は
法
人
税
の
税

務
計
算
上
必
要
経
費
、
ま
た
は
損

金
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
資
産
で
す

ま
た
、
自
己
使
用
の
も
の
ば
か

り
で
な
く
、
他
人
に
貸
し
て
い
る

資
産
も
含
み
ま
す
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
産

川
構
築
物

(
煙
突
、
貯
水
池
、
舗

装
路
面、

土
地
に
定
着
し
た
土

木
設
備
な
ど
)

刷
機
械
及
び
装
置

川
船
舶
(
客
船
、
貨
物
船
な
ど
)

匂
航
空
機

同
車
両
及
び
運
搬
具

(
構
内
運
撮

車、

特
殊
自
動
車
な
ど
)

同
工
具
、
器
具
及
び
備
品

申
告
書
提
出
先

市
課
税
課

申
告
期
限
一

月
二
十
日
(
木
)

源

泉

定お

皆
様
も
ど
承
知
の
と
お
り
、

源

泉
徴
収
に
よ
り
納
め
過
ぎ
た
税
金

の
還
付
を
受
け
る
手
続
は
、
一
月

か
ら
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
で
き
る
か
ぎ
り
二
月
中
旬
ご
ろ

ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い。

税
務
署
で
は
還
付
申
告
書
が
提

出
さ
れ
ま
す
と
、

記
載
事
項
に
誤

り
が
な
い
限
り
直
ち
に
お
返
し
で

き
る
よ
う
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

@
源
泉
還
付
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
人

た

ば

こ

[ま買

そ
の
他

-
昨
年
全
資
産
の
申
告
を
し
た
人

は
、
昭
和
五
十
一
年
中
の
増
減

の
み
で
結
構
で
す
。

-
申
告
書
用
紙
は
課
税
課
に
あ
り

ま
す
。

申
告
に
つ

い
て
詳
し
く
は
市
課

税
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

付

告
ー

の

申

早

ど

つ

ぞ

目-

給
与
、
年
金
、
手
当
、
退
職

金
な
ど
を
受
け
ら
れ
た
人
で
、

災
害
や
盗
難
に
あ
い
、
ま
た
は

治
療
費
や
寄
付
金
の
支
払
い
に

よ
り
税
金
が
少
な
く
な
る
人

2

株
式
の
配
当
、
外
交
員
の
報

酬
、
集
金
手
数
料
な
ど
の
収
入

が
あ
る
人
で
、
そ
れ
以
外
の
所

得
が
多
く
な
い
人
。

3

給
与
所
得
者
で、

昭
和
五
十

一
年
中
に
退
職
し、

再
就
職
し

な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
。

市

内

で

い

し

つ

よ

ま
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てし革改を構機

上向をスビ自圃圃.サ民市

らカる日6 月度
d
H
H
e
 

皐
巾長部

現
在
の
社
会
情
勢
は
複
雑
多
岐
に
わ
た
り
、
行
政
も
一
課
だ

け
で
は
処
理
で
き
な
い
問
題
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

市
は
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
処
し
、
併
せ
て
行
政
処
理
の
迅

速
化
と
責
任
体
制
を
強
化
し
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と

し
て
部
長
制
度
を
一
月
十
六
日
か
ら
発
足
さ
せ
ま
す。

市
の
機
構
は
今
ま
で
課
長
制
度
で
各
課
の
調
整
は
助
役
が
担

当
し
て
お
り
ま
し
た
が
今
回
の
部
制
で
部
長
が
担
当
す
る
乙
と

に
な
り
ま
す
。

文
助
役
の
権
限
を
大
幅
に
部
長
へ
委
譲
し
て
行
政
処
理
の
迅

速
化
を
図
り
、
市
長
、
助
役
は
積
極
的
に
市
民
と
の
対
話
、
市

内
の
巡
回
な
ど
に
力
を
注
ぐ
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

又
責
任
体
制
の
面
か
ら
も
、

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
部
長

を
経
由
す
る
の
で
一

段
階
チ
ェ
ッ
ク
す
る
所
が
増
え
た
わ
け
で

責
任
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

心
配
さ
れ
る
人
件
費
の
増
に
つ
い
て
は
、
定
数
を
増
や
さ
ず

部
長
昇
格
に
よ
る
不
足
数
は
課
長
が
係
長
を
兼
務
し
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

新
し
い
機
構
図
は
下
記
の
と
お
り
で
す
が
、
始
め
て
の
制
度

で
あ
り
ま
す
の
で
軌
道
に
乗
る
ま
で
は
何
か
と
ど
迷
惑
を
お
か

け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
ど
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
係
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

図コ構機

|市長 |

政〔行
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消

防

出

初

め

式

日
時
一
月
八
日

(

土

)

ど

|

駅
通
り
|
松
早
石
油
|

午

前

九

時

三

十

分

消

防

署

場
所
第
一
式
場
市
民
会
館

分
列
行
進

第
二
式

場

大

村
消

防

消

防

署

前
通
り
の
琴
尾
医
院

署

横

に

観

閲

台

を
設
け
て
行
い

消

防

車

行

進

ま

す

。

山

市
民
会
館
|
八
幡
町
|
西
沢

放
水
訓
練

か
ど
|
鶴
亀
橋
|
片
町

|
大

大

上
戸
川
金
丸
橋
付
近

村
小
学
校
横
|
国
道

(市
役

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

所
前
〉

川

里
産
業
前
l
県

当

日

午
前
八
時
に
訓
練
召
集

営
パ
ス
営
業
所
!
消
防
署

の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
川

徒
歩
什
進

十
五
秒
吹
鳴
|
六
秒
休
止
l

市
民
会
館
l
裁
判
所
前
l
西

十
五
秒
吹
鳴

沢
か
ど
l
本
町
1

徳
田
屋
か

(6) 

〔
成
人
の
日
U

昭
和
三
十
二
年
四
月
一

日
ま
で

に
生
れ
た
人

日
時一

月
十
五
日
午
前
十
時
(
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
受
付
)

場
所市

民
会
館

行
事一

、
式
典

二
、
新
成
人
の
主
張

三
、
新
成
人
の
つ
ど
い

(
共
に
歌
お
う
)

着

7ご

ふ

ん

で

り

連
絡
先

市
社
会
教
育
課
へ

電
話
@
l
四
一
一
一

お
願
い
服
装
は
、
で
き
る
だ
け

ふ
だ
ん
着
で
、

お
気
軽

に
ご
参
加
下
さ
い
。

おむ

軽

気

お

で
に
通
知
し
ま
す
。

新
成
人
の
門
出
を
祝
福
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
成
人
式
を
行
い

ま
す
。該

当
者
に
は

一
月
十
日
ご
ろ
ま

お

該
当
者

市政だより

第
二
回
隣
人
愛
を
育

て
る
運
動
推
進
大
会
が

十
二
月
十
一
日
中
地
区

公
館
民
で
聞
か
れ
ま
し

た。
小
、
中
学
生
の
意
見

発
表
や
紙
芝
居
な
ど
が

あ
り
こ
の
運
動
の
輪
を

ひ
ろ
げ
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
に
努
力
し
よ
う
と

苦言
い
あ
い
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

昭和52年 1月 1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

十
二
月
十
二
日
商
工
会
議
所
ホ

ー
ル
で
、
大
村
市
母
子
福
祉
連
合

会
(
井
石
ト
キ
会
長
)
創
立
二
十

周
年
記
念
式
典
が
、
開
催
さ
れ
ま

し
た。

参
の
収
穫
で
農
家
も
忙
し

畠

激
し
く
変
動
す
る
社
会
情
勢
の

中
で
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し

そ
う
で
す
。

写
真
は
、
富
ノ
原
町
で

収
穫
さ
れ
て
い
る
人
参
で

種
人
参
と
し
て
種
苗
会
社

へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
中

で
婦
人
の
役
割
に

つ
い
て

な
ど
婦
人
指
導
者
の
資
質

の
向
上
を
は
か
る
た
め
初
v

め
て
婦
人
老
人
大
学
が
十

二
月
十
三
日
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
聞
か
れ
ま
し
た。

て
き
た
二
十
年
の
歴
史
の
上
に
更

に
歴
史
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
み
ん
な
と
手
を
取
り
あ
っ

て
い
と
う
と
記
念
式
典
が
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
関
西
方
面
に

も
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
家
の
花
嫁
(
婿
)
の
結
婚
相
談
は
、

※ 

農
協
支
所
、

ま
た
は
農
業
委
員
会
へ
ど
う
ぞ

F 

-
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※ 

農
家
の
花
嫁
(
婿
)
の
結
婚
相
談
は
、

農
協
支
所
、

ま
た
は
農
業
委
員
会
へ
ど
う
ぞ

注
射
と
検
診

薗

2
歳
児
健
康
診
査

異
常
を
早
く
発
見
し
、
健
や
か

な
心
と
体
の
発
育
を
促
す
た
め
に

行
い
ま
す
。

対
象
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
生

れ
、
及
び
周
年
七
月
か
ら
十
一

月
生
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
。

日
時
一
月
十
一
日
.
二
十
六
日

午
後
一
時
三
十
分

l
二
時
受
付

場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う

な
ど
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
は
、
次
回
検
診
日
に
お
受
け

下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
通
知
し
ま

す。

一 一 一 一 一一一園 用要康
月月月月月月月 ，1， ‘ 下在 相生 化江工
二二二十十十十 ， J古fど~ I月 日 1時間 |場所 |対 象|さ妊談後 2 
十十十九八四三 字 i，- •• I - .. - I -- . _. I 一一一一|い娠を五 姉

古官百; ; ; ; 健時禁 |哩止到到出lh同1Jι針山:I幻:3i
竹城東西大原田 瀬 央 康 1 ， 1月1四8日|凶1臼3:3叩0-15:001福重 |妊婦と乳幼児 ! は い で 官 幼松小大大村小小小小弘年 ;.J./-J.J. u~ ! J. u'uv .J.u，vuf 1日1分団詰所 !7--.L7'IIJ "'----:.1 U -'"Y.J/U  、 な lに乙康 l

小 京京小三主占 竺生 i叩 7日19:30-11:州三浦出張所 |妊婦と乳幼児 i 芸誌面相の
浦 木重 断の | ど児も

三 小小小一 利 と健 談

一
月
二
十
八
日

べf
J
3
.

、E2-t
t
f
r
e
J
J
-
t
J
k
p
z
亡く
-f-Jfer--
〉
-2
・、-ユ亡く
f
r
-
f
〉
'trtBt

~

不

正

業

者

に

ご

注

意

V

V

F

 

ム

便

槽

・

し

尿

浄

化

槽

の

清

掃

ん

九

し

尿

の

く

み

取

り

、

し

尿

浄

注

意

下

さ

い

。

~

~
化
槽
の
清
掃
は
、
市
が
許
可
を
も
し
、
そ
の
よ
う
な
と
き
は
ゾ

)
し
て
い
る
次
の
業
者
し
か
で
き
大
村
警
察
署
防
犯
課
、
ま
た
は

A

J

ま

せ

ん

。

市

衛

生

課

へ

ど

連

絡

下

さ

い

。

~

ん
他
の
不
正
業
者
が
清
掃
を
さ
@
許
可
業
者

V

γ

せ
て
ほ
し
い
と
強
要
す
る
こ
と
岩
藤
清
掃
、
野
田
清
掃
、
円

い

が

あ

っ

て

も

応

じ

な

い

よ

う

ご

大

村

清

掃

~

/

1

i

、J
-t
r
h
f
、r
't
-
t
E
二三，、
f
t

，E
J
2

・J1
ご、3
2・z
，、
-f
，，r
，J
一、J
一三正、
f
t
'
k
-
f
e
a
rd

募

集

園
県
立
長
崎
高
等

職
業
訓
練
校
の
生
徒

入
校
時
期
四
月
上
旬
(
定
時
制

は
四
月
と
十
月
)

募
集
期
間

新
規
学
卒
者
一
月
十
七
日

l

一
一
月
二
十
八
日

転
職
者
そ
の
他
二
月
一
日

1

三
月
二
十
二
日

申
込
県
立
長
崎
高
等
職
業
訓
練

校
西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷

小
田
二

O
一

八

軍

(
O九
五

八
)
⑮
|
八
一
五
一

l
三
ま
た

は
公
共
職
業
安
定
所

※
詳
し
く
は
申
込
先
、
ま
た
は
市

商
工
観
光
課
へ

題
知
恵
お
く
れ
の

児

童

・

生

徒

入
学
資
格

1
県
内
に
居
住
し
、
四
月

一
白
で

学
齢
に
達
す
る
人

2
精
神
発
達
の
遅
滞
が
中
度
以
上

の
人

3
精
神
発
達
の
遅
滞
が
軽
度
の
人

の
う
ち
社
会
生
活
能
力
が
特
に

之
し
い
人
。

募
集
人
員

小
学
部
一
年
八
人

他

学

年

若

干

人

願
書
受
付
二
月
十
五
日
ま
で

出
願
書
類
入
学
願
書
、
入
学
希

望
者
調
書
、
健
康
診
断
書

願
書
提
出
先

久
原
郷
一
四
九
七

県
立
久
原
養
護
学
校

園
口
之
津
海
員
学
校
の

生

徒

受
験
資
格
中
学
校
卒
業
以
上
で

昭
和
三
十
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
れ
た
人

募
集
人
員

高
等
科
約
四
十
五
人

本
科
司
ち
ゅ
う
科
約
四
十
人

願
書
受
付
期
間

一
月
五
日

t
二
月
五
日

試
験
日
二
月
十
三
日

※
詳
し
く
は
口
之
津
海
員
学
校
へ

試

験

臨
調
理
師
試
験

試
験
日

二
月
十
七
日

試
験
地
長
崎
市
、
佐
世
保
市

試
験
科
自
衛
生
法
規
、
公
衆
衛

生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食

品
衛
生
学
、
調
理
理
論

受
験
願
書
の
提
出
期
間
と
場
所

一
月
二
十
日
ま
で
に
最
寄
り
の

保
健
所
へ

予
備
講
習
会

日
時
二
月
二
日
・
三
日

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
四
時

三
十
分

場
所
中
地
区
沿
民
館

受
講
料
二
千
円

申
込
一
月
二
十
日
ま
で
に
受
験

願
書
と
同
時
に
申
込
む

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所
へ

園
長
崎
県
最
低
賃
金
の

改
正
に
つ
い
て

ロHH
刀年手

中昭
一
円

額

一

問

金
一
命
)

賃
一
@

一
円

低

一

則

一
最
一

日

一

一

金

一
名
一
賃

一

一
関

一
件

一

崎

一

-
長

⑤

⑤

は

、

一

時
間
当
り
の

最
低
賃
金
額
で
、
パ
ー
ト
・
タ
イ

マ
ー
な
ど
の
短
時
間
労
働
者
や
時

間
給
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
詳
細

は
省
略
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
低

賃
金
や
そ
の
他
の
賃
金
問
題
に
つ

い
て
の
問
合
せ
は
、
最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
、
ま
た
は
長
崎
労

働
基
準
局
賃
金
課
(
@
l
六
三
四

ム
ハ
)
へ
。

発効年月日

発効年月日は、昭和52年3月 1日とする。

水産かん詰・びん詰製造業、野菜かん詰・果実かん詰製造また

は、 野菜つけ物製造業に係る業務に従事する労働者についての
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講

習

A 
~ 

-
第

8
回

婦
人
教
養
講
座

「
現
代
の
生
活
と
タ
月
光

の
里
4

」

豊
か
な
物
の
中
に
幸
せ
を
求

め
よ
う
と
し
て
い
る
現
代
の
生

活
に
幸
福
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

真
実
の
幸
福
を
求
め
て
、
い

ま
、
先
生
の
そ
う
し
た
具
体
化

が
野
岳
の
山
ろ
く
に
4

月
光
の

里
タ
と
し
て
建
設
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

現
代
の
生
活
と
幸
福
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

講
師
長
崎
大
学
名
誉
教
授

小
松
昌
幸
先
生

日
時
一
月
十
九
日
(
水
)

午
前
十
時
か
ら
(
時
間
厳
守
)

場
所
中
央
公
民
館

申
込
中
央
公
民
館
に
皿
②
|
四

三
二
一
で
申
し
込
々
で
下
さ
い

演
題

-
労
働
診
断

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

一
月
三
十
日
(
日
)

午
後
一
時

t
五
時

場
所
長
崎
県
漁
協
会
館

佐
世
保
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
講

0

労
働
省
・
厚
生
省
登
録
社
会

保
険
労
務
士
(
六
カ
月
)

O

衛
生
管
理
者
(
四
カ
月
)

0

土
地
家
匡
調
査
士
(
五
カ
月
)

問
合
せ
先
日
本
労
働
診
断
協
会

長
崎
指
導
セ
ン
タ
ー

長
崎
市
川
口
町
八
l
一
八

E
の
l
八
六
六
二
附

ス

ポ

ー

ツ

-
ジ
ュ
ニ
ア
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

一
月
十
五
日

午
前
九
時
か
ら

一
十
月
一
日
か
ら
全
国
い
っ
せ

-
い
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
赤
い
羽

~
根
共
同
募
金
運
動
は
、
市
民
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
あ
た
た

一
か
い
真
心
で
、
大
村
市
目
標
額

一
二
百
三
十
一
万
円
に
達
す
る
事

一
が
で
き
ま
し
た
。

-
乙
の
浄
財
は
、
県
共
同
募
金

一
会
へ
集
約
さ
れ
、
私
立
の
保
育

…
所
や
養
護
施
設
、
老
人
ホ
!
ム

一
身
体
障
害
者
施
設
な
ど
の
設
備

ー
ご
寄
付
あ
り
が
と
う ミ

ニ
の
部

一
月
三
十
日
午
前
九
時
か
ら

場
所
市
民
体
育
館

圃
市
教
職
員

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時

一
月
二
十
九
日
(
土
)

午
後
二
時

市
民
体
育
館

場
所

-
市
内
ク
ラ
ブ
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期
日
一
月
二
十
三
日
(
日
)

場
所
市
民
体
育
館

詳
し
く
は
西
大
村
中
学
校
内

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

森
永
裕
幸
先
生
へ

ご

ざ

い

ま

し

た

!

の
充
実
を
は
か
る
ほ
か
、
地
域

の
福
祉
を
は
か
る
た
め
、
子
供

の
遊
び
場
づ
く
り
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ど
協
力
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
資
金
へ

ム
古
町
白
寿
会
(
伊
藤
利
夫
会

長
)
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

で
し
め
縄
作
り
を
行
い
、
そ

の
収
益
金
の
一
部
を

也
③
l
二
三
六

O

-
青
年
団
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会

日
時

一
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時
三
十
分
集
合

大
村
公
園
一
帯

(
集
合
)
競
艇
場
駐
車
場

男
子
四
キ
ロ

女
子

場
所

距
離

二
キ
ロ

園
大
村
市
少
年
剣
道

大

会

十
二
月
に
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
都
合
に
よ
り
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

期
日
二
月
十
一
日
ハ
金
)

場
所
市
民
体
育
館

※
詳
し
く
は
大
村
市
剣
道
協
会
へ

圃
補
助
ゲ
ラ
ン
ド
ナ
イ

タ
l
使
用
に
つ
い
て

ナ
イ
タ
ー
使
用
に
つ
い
て
は
、

市
政
だ
よ
り
の
昭
和
五
十
一
年
三

月
十
五
日
号
で
、
お
知
ら
せ
の
と

お
り
、
開
設
期
間
を
四
月
一
日
か

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
、
年
中

開
放
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

申
込
受
付
目
、
時
間
、
場
所
は

従
来
ど
お
り
で
す
。

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

一
月
九
日
(
日
)

午
前
九
時

市
民
体
育
館

一
般
男
・
女
・
教
職
員
の

三
種
目
ダ
ブ
ル
ス

参
加
料
一
人
五
百
円

一
月
七
日
ま
で
に

市
内
玖
島
郷
二
五

市
役
所
内

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

日
時

種場
目 所

申
込

の

他

そ
国
登
記
相
談
日
を
開
設

日
時
一
月
十
四
日

午
前
九
時
三
十
分
l
午
後
三
時

三
十
分

場
所
市
役
所
市
民
相
談
室

毎
月
第
二
金
曜
日
に
登
記
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

園
み
み
と
こ
と
ば
の

相
談
日

1
月
幻
日

毎
月
第
三
土
曜
日
に
行
っ
て
い

ま
す
「
み
み
と
乙
と
ば
の
相
談
」

は
、
-
月
の
第
三
土
曜
日
が
祭
日

と
な
り
ま
す
の
で
二
十
二
日
に
行

い
ま
す
。

，無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ど

相
談
下
さ
い
。

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

日
時
一
月
二
十
二
日

午
後
一
時

l
四
時

相
談
内
容

。
耳
の
不
自
由
な
人

O
言
語
に
障
害
が
あ
る
人

O
補
聴
器
相
談

…
掃
除
機
の
フ
ィ
ル
タ
ー
…

…
手
ま
め
に
掃
除
を

フ
ィ
ル
タ
ー
は
集
じ
ん
メ

l
…

…
タ
ー
だ
け
に
頼
ら
ず
、
目
づ
ま
日

…
り
に
な
ら
な
い
よ
う
手
ま
め
に
日

…
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

大
き
な
ゴ
ミ
は
、
な
る
べ
く

H

H

手
で
集
め
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
一

吸
込
む
の
に
時
間
が
か
か
る
一

…
だ
け
で
な
く
、
目
づ
ま
り
の
原
一

…
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
湿
気
の
あ
る
ホ
コ
リ
u

n

や
水
な
ど
も
吸
込
ま
せ
な
い
よ
…

…
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

集
じ
ん
袋
や
フ
ィ
ル
タ
ー
を

U

H

つ
ま
ら
せ
、
モ
ー
タ
ー
が
い
た
…

…
む
だ
け
で
な
く
、
電
気
の
む
だ
一

日
使
い
に
な
り
ま
す
。
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